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糸結び手術縫合体験糸結び手術縫合体験救命救急体験救命救急体験

超音波メス体験超音波メス体験内視鏡トレーニング体験内視鏡トレーニング体験

～8月9日～
ブラック・ジャックセミナー

を開催しました
本セミナーは、宇都宮市内の中学生を対象に、医
療現場への関心を高めてもらいたいと初めて企画
し、42名の方にご参加頂きました。 参加者は、当院の
医師の指導の下、メスやピンセットを使い皮膚に見
立てたスポンジを縫合したり、超音波メスで鶏肉を
切るなどの手術体験をしました。最後に吉田良
二院長から参加者一人一人に『未来の医師
認定証』が手渡され、皆さん笑顔で終

了することができました。
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な
か
ざ
わ

ま
さ
ん
ど

特　集

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

知
っ
て
お
き
た
い

中
澤
　
征
人

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョン
科
　
診
療
科
長

脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て

　

脳
卒
中
と
は
、「
脳
出
血
」「
脳
梗
塞
」「
く

も
膜
下
出
血
」
を
指
し
ま
す
。
こ
の
3
つ

の
病
気
の
成
り
立
ち
や
治
療
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
り
ま
す
が
、
リ
ハ
ビ
リ
は
病
名
に
関

わ
ら
ず
病
気
に
よ
っ
て
生
じ
た
症
状
に
合

わ
せ
て
行
わ
れ
ま
す
。
主
な
内
容
に
は
、

①
運
動
療
法

　

筋
力
低
下
や
麻
痺
な
ど
、
身
体
機
能
の

　

低
下
に
対
し
て
行
う
。

②
基
本
動
作
訓
練

　

寝
返
り
・
起
き
上
が
り
・
立
ち
上
が
り

　

等
の
基
本
的
な
身
体
の
動
き
に
対
し
て

　

行
う
。

③
日
常
生
活
動
作
訓
練

　

食
事
・
身
支
度
・
排
泄
・
移
動
等
、
日
常

　

生
活
に
必
要
な
身
の
回
り
の
動
き
に
対
し

　

て
行
う
。

④
高
次
脳
機
能
訓
練

　

記
憶
力
や
注
意
力
な
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

　

タ
ー
と
し
て
の
脳
の
働
き
を
調
べ
、
そ

　

の
働
き
に
対
し
て
行
う
。

⑤
言
語
機
能
訓
練

　

話
す
こ
と
や
言
葉
の
理
解
な
ど
、
言
葉
の

　

障
害
に
対
し
て
行
う
。

⑥
摂
食
・
嚥
下
訓
練

　

食
べ
た
り
飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
の
障
害

　

に
対
し
て
行
う
。

等
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
理
学
療
法
士
、
作

業
療
法
士
、
言
語
聴
覚
士
と
い
う
職
種

が
、
内
容
に
応
じ
て
適
宜
分
担
し
て
行
い

ま
す
。

各
職
種
の
紹
介

　

続
い
て
各
職
種
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
の
か
、
ご
説
明
し
ま
す
。

①
理
学
療
法
士
（
Ｐ
Ｔ
）〔
図
1
〕

　

主
に
身
体
を
動
か
す
運
動
療
法
を
行
う

こ
と
で
機
能
回
復
を
目
指
し
ま
す
。
筋
力

や
麻
痺
に
対
し
て
運
動
療
法
を
行
い
、
麻

痺
し
た
手
足
の
関
節
が
硬
く
な
る
の
を
防

ぎ
、
起
き
上
が
る
・
座
る
・
立
ち
上
が
る
・

歩
く
等
、
移
動
に
関
係
す
る
訓
練
を
行
い

ま
す
。

②
作
業
療
法
士
（
Ｏ
Ｔ
）〔
図
2
〕

　

主
に
作
業
を
通
じ
て
、
日
常
生
活
に
必

要
な
動
作
や
高
次
脳
機
能
・
認
知
機
能
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。
元
々
「
作
業
」
と

は
道
具
な
ど
を
用
い
た
手
先
の
練
習
の
こ

と
を
指
し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
食
器

の
使
い
方
や
着
替
え
、
ト
イ
レ
で
の
動
作

な
ど
、
日
常
生
活
に
即
し
た
動
作
の
練
習

を
行
い
ま
す
。
ま
た
日
常
生
活
を
安
全
に

送
る
た
め
に
必
要
な
注
意
力
や
記
憶
力
な

ど
に
つ
い
て
も
訓
練
を
行
い
ま
す
。

③
言
語
聴
覚
士
（
Ｓ
Ｔ
）〔
図
3
〕

　

言
葉
を
理
解
す
る
こ
と
・
話
す
こ
と
の

訓
練
や
、
周
囲
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
る
た
め
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

食
べ
物
や
飲
み
物
を
飲
み
込
む
訓
練
を
行

い
ま
す
。

は
じ
め
に

　

最
近
は
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

（
以
下 

リ
ハ
ビ
リ
）
と
い
う
言
葉
も
一
般

的
に
な
り
、
皆
さ
ま
が
そ
の
言
葉
に
触
れ

る
機
会
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
と
い
う
と
、「
骨
折
や
け
が

を
し
た
後
に
行
う
訓
練
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
際
に

当
院
で
行
わ
れ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ
の
約
3

分
の
1
は
脳
卒
中
に
代
表
さ
れ
る
脳
の
病

気
が
占
め
て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
に
お

い
て
リ
ハ
ビ
リ
の
脳
卒
中
へ
の
有
効
性
が

注
目
さ
れ
、
脳
卒
中
の
診
療
指
針
（
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）
に
お
い
て
も
、
リ
ハ
ビ
リ
が

推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
脳
卒
中
の
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い

て
ご
紹
介
し
ま
す
。

食事動作の
練習をしています。

理学療法士
PT ＝Physical Therapist（フィジカル　セラピスト）
＊フィジカルは、「身体的」のこと

作業療法士
OT ＝Occupational Therapist（オキュペーショナル　セラピスト）
＊オキュペーションは、「訓練」「作業」のこと

言語聴覚士
ST ＝Speech Therapist（スピーチ　セラピスト）
＊スピーチは、「話す」こと

図2：作業療法士

図3：言語聴覚士

図1：理学療法士 当院のリハビリテーションセンター

カードや写真を
使って、言語訓練を
しています。

平行棒を使って、
歩行介助をしています。

ま

ひ

せ
っ
し
ょ
く

え
ん
げ

PT・OT・STという
略称について
説明します



■

■

■

画像検査等を行い診
断と適切な治療方法
を決定する

できるだけ早期にリ
ハビリを開始する

症状・経過にあわせ
て離床を進める

■

■

■

■

全身状態・合併症の
治療を進める

病状にあわせリハビ
リを進める

症状・経過にあわせ
て活動度を変更する

急性期病院退院後の
治療計画を検討する

■

■

■

全身状態・合併症の
安定を図る

リハビリを進め、回
復期のリハビリの準
備をする

状態に合わせて回復
期リハビリ病院入院
または施設入所、療
養病院入院の準備を
進める

■

■

■

■

運動機能の評価・治
療目標を設定する

リハビリ計画を立て
る

介護保険手続きの調
査を行う

リハビリコースを選
定する

■

■

■

積極的にリハビリを
行い、活動度の向上
を図る

運動機能の再評価と
リハビリ計画の見直
しをする

全身状態・合併症の
安定を図る
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図5：急性期病院に入院中の身体の動きの変化 図4：日常における後遺症の障害程度図6：様々な医療機関が参加する医療連携

脳
卒
中
に
よ
る
後
遺
症
に
つ
い
て

　
脳
卒
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
い
っ

た
い
ど
の
く
ら
い
の
後
遺
症
が
残
る
の
か

は
、
大
き
な
関
心
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
残
念
な
が
ら
、
一
度
傷
つ
い
た
脳
細
胞

は
再
生
で
き
ず
傷
跡
が
残
る
た
め
、
脳
卒

中
で
は
多
か
れ
少
な
か
れ
後
遺
症
が
残
り

ま
す
〔
図
4
〕。
そ
の
程
度
に
関
し
て
は
、

回
復
力
が
一
人
一
人
異
な
る
た
め
正
確
に

予
想
す
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、
一
般

的
に
は
「
病
気
に
な
っ
た
と
き
の
症
状
が

軽
い
と
後
遺
症
も
軽
く
、
重
い
と
後
遺
症

も
重
く
な
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
そ
の
ま
ま
リ
ハ
ビ
リ
を
行
わ
な
い

と
、
脳
卒
中
に
よ
っ
て
生
じ
た
症
状
以
外

に
「
廃
用
」
と
呼
ば
れ
る
身
体
の
な
ま
り

が
加
わ
り
、
ま
す
ま
す
後
遺
症
が
大
き
く

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
病
気
に
な
っ
て
か
ら
6
ヶ
月

（
そ
の
中
で
も
特
に
3
ヶ
月
以
内
）
は
「
機

能
の
回
復
が
見
込
め
る
時
期
」
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
の
間
に
適
切
な
リ

ハ
ビ
リ
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

お
わ
り
に

　
と
は
い
え
、
リ
ハ
ビ
リ
の
世
話
に
な
ら

な
く
て
済
む
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
越
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
前
述
の
通
り
、
現
代
に
お
い
て
も
リ
ハ

ビ
リ
で
脳
卒
中
の
後
遺
症
を
完
全
に
治
す

こ
と
は
難
し
い
の
が
実
状
で
す
。
日
頃
か

ら
健
康
や
生
活
習
慣
病
の
管
理
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
脳
卒
中
を
予
防
す
る
こ
と
、

脳
卒
中
症
状
の
早
期
発
見
、
早
期
受
診
を

行
う
こ
と
が
、〝
一
番
の
リ
ハ
ビ
リ
〞
で

す
。
ま
た
、
ご
自
宅
に
退
院
さ
れ
た
際
に

は
、
是
非
お
近
く
の
「
か
か
り
つ
け
医
」

を
お
持
ち
に
な
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。
お
住
ま
い
の
地
域
で
利
用
で
き
る

サ
ー
ビ
ス
や
リ
ハ
ビ
リ
の
こ
と
は
、
地
域

に
根
ざ
し
た
医
師
が
一
番
よ
く
知
っ
て
い

ま
す
。「
地
域
の
こ
と
は
そ
の
地
域
の
人

に
」
相
談
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

期
病
院
に
入
院
し
て
い
る
期
間
が
長
い
ほ

ど
身
体
の
動
き
が
衰
え
や
す
い
と
の
結
果

も
あ
り
ま
す
〔
図
5
〕。

　
適
切
な
時
期
に
適
切
な
リ
ハ
ビ
リ
を
受

け
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
我
が
栃
木
県
に

お
い
て
も
、
栃
木
県
医
師
会
が
中
心
と
な

り
、
県
内
の
様
々
な
医
療
機
関
が
参
加
し

た
脳
卒
中
医
療
連
携
が
活
発
に
行
わ
れ
て

お
り
ま
す
〔
図
6
〕。

　
も
ち
ろ
ん
、
全
身
状
態
や
社
会
的
状
況

に
よ
っ
て
は
、
希
望
す
る
医
療
機
関
へ
の

連
携
が
困
難
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
当

院
で
は
、
医
師
・
看
護
師
・
リ
ハ
ビ
リ
ス

タ
ッ
フ
・
地
域
連
携
課
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
な
ど
、
多
職
種
が
協
力
し
て
患

者
さ
ま
に
最
も
適
し
た
方
針
を
提
示
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

脳
卒
中
の
地
域
連
携
に
つ
い
て

　
上
記
の
通
り
、
機
能
の
回
復
を
期
待
す

る
に
は
「
適
切
な
時
期
に
適
切
な
リ
ハ
ビ

リ
を
受
け
る
こ
と
」
が
大
切
で
す
。

　
近
年
の
脳
卒
中
診
療
に
お
い
て
は
、
よ

り
適
切
な
医
療
を
提
供
す
る
た
め
、
医
療

機
関
の
専
門
化
・
機
能
分
化
が
進
ん
で
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
、

①
急
性
期
病
院

　
発
症
後
ま
も
な
く
救
命
や
再
発
防
止
を

　
目
的
と
し
た
治
療
を
行
う
。

②
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

　
脳
卒
中
に
よ
っ
て
生
じ
た
様
々
な
障
害

　
に
対
し
、
回
復
が
期
待
で
き
る
時
期
に

　
積
極
的
な
リ
ハ
ビ
リ
を
行
う
。

③
か
か
り
つ
け
医
・
施
設
・
療
養
型
病
院

　
回
復
す
る
時
期
が
過
ぎ
た
後
に
、
機
能

　
の
維
持
や
再
発
防
止
を
行
う
。

の
大
き
く
3
つ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ら
を

継
ぎ
目
な
く
円
滑
に
連
携
す
る
こ
と
が
重

要
か
つ
効
果
的
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
や
は

り
「
餅
は
餅
屋
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　
残
念
な
こ
と
に
、
当
院
の
よ
う
な
急
性

期
病
院
で
は
、
十
分
な
リ
ハ
ビ
リ
を
提
供

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
実
状
が
あ
り

ま
す
。
厚
生
労
働
省
の
調
査
で
も
、
急
性

①急性期（急性期病院） ②回復期（リハビリテーション病院）

参考：栃木県脳卒中医療連携クリティカルパス
参考：平成25年度入院医療等の調査・評価分科会 中間取りまとめ(2013/8/7) 参考：厚生省健康科学総合研究報告書(2001)

■

■

退院時の日常生活動作
の維持・向上を行う

全身状態・合併症をコ
ントロールする

■

■

■

リハビリのゴールの
達成を確認し、生活
環境を整備し退院を
決定する

維持期におけるリハ
ビリ計画を立てる

全身状態・合併症の
コントロールの計画
を立てる

■

■

■

リハビリのゴールを確
認し、ゴールに向け
てリハビリを行う

外出、外泊を進め自宅
復帰の準備を進める

必要に応じ施設入所、
療養病院入院の手続き
を進める

■

■

生活課題の問題点の
再評価を行い、リハ
ビリ計画の見直しを
する

状態・状況に合わせ
て自宅退院、または
施設入所、療養病院
入院の準備を進める

■

■

日常生活動作の評価
を行い、生活課題の
問題点を明らかにし
て、リハビリ計画を
見直す

リハビリのゴールの
設定と回復期リハビ
リ病院退院後の治療
計画の検討を行う

在院日数が長いほど、退院時に
身体の動きが低下しています。

③維持期

かかりつけ医・
施設・療養型病院

②回復期（リハビリテーション病院）

入院日～1週間 ～1週 ～3週／(退院・転院) 入院日 ～2週

～4・5・6週 ～2か月 ～3か月 ～5・6か月／(退院)

筆者紹介

リハビリテーション科　診療科長

中澤　征人 医師

《専門医療・専門医認定等》
嚥下障害ほかリハビリテーション医学全般
日本リハビリテーション医学会専門医
日本内科学会認定内科医
身体障害者福祉法指定医　

180日以上

151～180日以内

121～150日以内

91～120日以内

61～90日以内

31～60日以内

15～30日以内

8～14日以内

7日以内

悪化

0

(在院日数)

(動きの低下度)
-1 -2 -3 -4

■65歳未満
■65歳以上 ■ 症状なし

■ 症状はある(障害はなし)

■ 軽度の障害・介助は不要

■ 介助は必要・歩行可能

■ 歩行や日常生活に介助が必要

■ 寝たきりで常に介助が必要

■ 死亡

は
い
よ
う
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【
文
責　

医
療
技
術
部　

臨
床
工
学
課
】

第
三
回

医

療

め

ぐ

り機

器

　

人
工
呼
吸
器
に
は
、「
ド
レ
ー
ゲ
ル　

エ
ビ
タ
」
や
「
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト　

ベ
ン
チ

レ
ー
タ
」
な
ど
、
様
々
な
種
類
が
あ
り
ま

す
。

　

ま
ず
は
エ
ビ
タ
シ
リ
ー
ズ
を
紹
介
し
ま

す
。
こ
の
機
器
は
、
世
界
中
で
の
医
療
現

場
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
様
々
な
症
状
の

患
者
さ
ま
に
高
品
質
の
換
気
療
法
を
提
供

で
き
る
人
工
呼
吸
器
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

右
の
写
真
は
、
エ
ビ
タ
シ
リ
ー
ズ
の
中

で
も
最
新
型
モ
デ
ル
の
「
V
5
0
0
」
で

す
。

　
「
V
5
0
0
」
の
主
な
特
徴
は
、
画
面

が
大
き
い
こ
と
で
、
多
く
の
情
報
を
分
か

り
や
す
く
表
示
で
き
る
こ
と
で
す
。

　

な
お
、
こ
ち
ら
の
機
器
は
、
生
ま
れ
た

ば
か
り
の
子
ど
も
（
新
生
児
）
か
ら
大
人

ま
で
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人工呼吸器　ドレーゲル　エビタV500

3
階

臨
床
工
学
課　

Ｍ
Ｅ
セ
ン
タ
ー

患
者
さ
ま
の
生
命
を
支
え
る

人
工
呼
吸
器

処名

其 の 一

呼
吸
の
お
話

　

物
が
燃
え
る
と
き
に
は
、
空
気
中
の
酸

素
を
使
用
し
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま

す
。
私
た
ち
の
体
も
食
べ
物
な
ど
の
栄
養

を
酸
素
で
燃
や
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
り

出
し
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
し
ま
す
。　

　

つ
ま
り
人
間
は
、
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
作
る
た
め
に
酸
素
を
使
用
し
、
燃
え
か

す
と
な
っ
た
二
酸
化
炭
素
を
吐
き
出
す
た

め
に
呼
吸
を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
1

回
の
呼
吸
で
4
0
0
〜
5
0
0
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
の
空
気
を
吸
い
、
1
日
に
約
3
万
回

も
呼
吸
を
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
呼
吸
を
手

助
け
す
る
機
器
が
人
工
呼
吸
器
で
す
。

　

今
回
は
主
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

使
用
す
る
人
工
呼
吸
器
を
紹
介
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
加
温
加
湿
器
を
紹
介
し
ま
す
。

家
庭
で
使
用
す
る
加
湿
器
と
は
、
少
し
違

い
ま
す
。

　

人
工
呼
吸
器
で
は
、
医
療
ガ
ス
を
使
用

し
ま
す
。
そ
の
医
療
ガ
ス
は
、
乾
燥
し
た

酸
素
を
多
く
含
む
た
め
、
気
道
が
乾
燥
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
加
温
加
湿
器

を
使
用
し
、
気
道
を
保
護
し
ま
す
。

　

温
度
は
、
体
温
に
近
い
温
度
に
設
定
さ

れ
、
温
度
は
1
0
0
％
の
状
態
に
な
る
よ

う
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
な
装
置
が
、
呼
吸
を
管
理

す
る
装
置
で
す
。

　

人
工
呼
吸
器
は「
怖
い
」と
い
う
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
機
器

が
壊
れ
て
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
呼
吸
が
停
止
し
て
し
ま
う
の
で
は
…

と
い
う
不
安
を
抱
い
て
い
る
方
が
多
い
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
人
工
呼
吸

器
が
そ
う
簡
単
に
壊
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
臨
床
工
学
課
で
は
、
機
器
が
正
常

に
作
動
す
る
よ
う
に
、
毎
日
の
点
検
と
安

全
管
理
を
徹
底
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
人
工
呼
吸
器
は
無
停
電
電
源

装
置
に
よ
り
電
力
を
供
給
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
停
電
時
に
も
対
応
で
き
ま
す
。
ま

た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
を
内
蔵
し
て
い
ま
す
の

で
、
機
器
は
そ
う
簡
単
に
止
ま
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
患
者
さ
ま
に
高
水
準
の
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
臨
床
工
学
課
を

は
じ
め
、
全
ス
タ
ッ
フ
で
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

加温加湿器　MR850其 の 三

人工呼吸器　ベンチレータ　モデルe360其 の 二

　

つ
づ
い
て
、「
ベ
ン
チ
レ
ー
タ
モ

デ
ル
e
3
6
0
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
機
器
は
、
病
棟
な
ど
の
狭
い

空
間
で
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
コ
ン

パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
た
人
工
呼
吸

器
で
す
。
見
た
目
は
小
さ
く
て
も
、

大
人
ま
で
使
用
で
き
る
人
工
呼
吸
器

で
す
。

患者さま 酸素

液晶モニター

患者さまの
状態を観察

酸素の流し方を
コントロールする

適度に温め、湿気
を与える

二酸化炭素

管の中に発生した
水滴を貯めておく

吸入器

加温加湿器

呼気弁ウォーター
トラップ 人工呼吸器

通常の呼吸 加温・加湿

体に入ってくる空気は、鼻腔で加温・加湿
されてから気管、肺へ到達しています。

人工呼吸器・加温加湿器

加温加湿器は、体内に入ってくる空気の温度
と湿度をあげて、普段肺に入ってくる空気の
湿度に近づける役目をしています。

人工呼吸器のしくみ

加温加湿器

人工呼吸器

▲加温加湿器



ご
意

見・
アンケ
ー
ト 外来患者さま・ご家族さまの声

当院では、「接遇リーダーセミナー」という研修を通して職員の接遇向上に向けて活動し
ております。その中で、平成 26年 4月から 8月の期間に、院内パトロールを実施し、患
者さま・ご家族のご意見を伺いました。今回は調査結果とご意見に対する対応についてご
報告いたします。

　昨今、薬を服用したことによって眠気を催し、交通事故に

至ってしまった事例が問題視されています。このような事故

は怪我を負った人も、事故を起こしたドライバーも一生悔や

みきれないことでしょう。

　薬の添付文書には『眠気を催すことがあるので、本剤投与

中の患者には自動車の運転等、危険を伴う機械の操作には従

事させないよう十分注意すること。』等と記載されているも

のがあります。また、眠気以外にも、運転に不都合が生じる

薬もあります。運転者自身はその薬の特性を知り、正常な運

転が出来る状態を確保したうえで運転することが大切です。

ご自分の服用している薬や病気について、十分理解されてい

るとは思いますが、もう一度お薬の説明書などを確認の上、

薬は正しく服用していただくようお願いします。不安があ

る場合には、医師・薬剤師に相談しましょう。

Q1.職員の「身だしなみ」で気になることはありますか？

自動車運転と薬について

ご自分で調べてみようという方は
医薬品医療機器情報提供ホームページ
http://www.info.pmda.go.jp/medsqa/hanashi_q3.html

　　　　　　　　　　　　　　が参考になります。

「くすりの使用中に車の運転をしていいかどうか･･･？」

が、検索できます
●一般用医薬品の場合
●医療用医薬品の場合

どちらでも
ない 6％

気になる 7％

職員の身だしなみ・説明・言葉遣いについて、「気になる
ことがある」と返答された方は少数でしたが、私たちは、
「気になることがない」という回答が 100％になることを
目指し、今後も接遇リーダーの活動を続けていきます。

院内パトロールのインタビュー調査
にご協力頂き、誠にありがとうござ
いました。今回、患者さま・ご家族
さまから個々に寄せられたご意見に
対して、改善に向けた活動を実施し、
職員の接遇改善を図っていきたいと
考えております。

薬 やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

やく　  に立つ！

くすり  のあれこれ

【
文
責
　
薬
剤
情
報
指
導
課
　
藤
木
　
学
】

【
文
責
　
教
育
研
修
部
門
】

FILE.3
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当院では、「身だしなみチェッ
クリスト」を作成し、服装・
髪型・顔・手もと・足もと等
について、職員同士で身だし
なみの確認を行っています。
今後も接遇リーダーが主導
で、スタッフの身だしなみ確
認の強化を心掛けます。

対　策

Q3.職員の「言葉遣い」で気になることはありますか？

当院では、礼儀の言葉として
「はいおあしすよ※」の周知
を職員へ徹底しています。

対　策

Q2.職員の「説明」で気になることはありますか？

気になる 2％

当院では、患者さまへの説明
の際、なるべく専門用語を避
け、「分かりやすさ」への配
慮をするよう心掛けていま
す。また患者さまからのお問
い合わせについては、曖昧な
言葉を避け、具体的な回答が
できるよう心掛けています。

対　策

気にならない
87％

気にならない
96％

どちらでも
ない 2％

気になる 2％

気にならない
96％

どちらでも
ない 2％

※は：はい
　い：いかがですか
　お：恐れ入ります
　あ：ありがとうございます
　し：失礼いたします
　す：すみませんが（クッション言葉）
　よ：よろしいですか　　等



今回の素材

黒　豆

【
文
責
　
医
療
栄
養
科
　
管
理
栄
養
士
　
長
瀬
　
由
佳
】

お米
黒豆
梅干し
甘栗
水

材料（2人分）

1 カップ
50g

1～ 2個
40g

1.5 カップ

エネルギー
たんぱく質
脂質
塩分

《１人分あたり栄養素》
414kcal

13g
4.9g
1.3g

秋が旬の黒豆ごはん秋が旬の黒豆ごはん

季

節

の

素

材

で
秋が旬の黒豆ごはん秋が旬の黒豆ごはん

医
食
同
源
れ
し
ぴ

医
食
同
源
れ
し
ぴ

一口メモ
ひとくち

　
正
月
の
お
せ
ち
料
理
に
欠
か
せ

な
い
黒
豆
で
す
が
、
実
は
秋
が
旬

の
食
べ
物
で
す
。
黒
豆
に
は
寒
い

冬
を
越
す
た
め
の
栄
養
素
が
た
っ

ぷ
り
入
っ
て
い
る
た
め
、
正
月
に

黒
豆
の
煮
豆
を
食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
栄
養
豊
富
な
黒
豆
を
食
べ
る

機
会
が
正
月
だ
け
な
ん
て
も
っ
た

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
は

黒
豆
を
使
っ
た
ご
は
ん
を
紹
介
し

ま
す
。

　
黒
豆
の
黒
い
色
は
「
ア
ン
ト
シ

ア
ニ
ン
」
と
い
う
色
素
で
ポ
リ

フ
ェ
ノ
ー
ル
の
一
種
で
す
。
こ
の

ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
は
赤
ワ
イ
ン
や

コ
コ
ア
に
も
含
ま
れ
て
い
る
も
の

で
、
強
い
抗
酸
化
力
を
持
ち
、
動

脈
硬
化
を
予
防
す
る
働
き
が
あ
り

ま
す
。
　

　
今
回
は
梅
干
し
を
一
緒
に
炊
き

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
さ
っ
ぱ
り
と

し
た
炊
き
込
み
ご
は
ん
に
な
っ
て

い
ま
す
。
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1
フライパンで皮がプチプチとはじけるまで

黒豆を乾煎りする。
からい

2
米を洗い 1.5 カップの水を加える。

3
梅干し、炒った黒豆、甘栗を入れ炊飯する。

4
炊き上がったら梅干しの種を取り除き、
混ぜればできあがり。

ワ　  ン
Point
ワ　  ン
Point

甘栗を入れることで秋の味覚をプラスしました！栗は
下処理作業が大変ですが、市販の甘栗を使用すること
でその手間を省けます。甘みが加わりさらに美味しく
なります。

黒豆がおせち料理に使われるのは、一年中「まめ（まじめ）」に働き、「まめ（健康的）」に暮らせるように、
との願いが込められていると言われています。

できあがり！

正月だけじゃ
もったいない！



　
錠
剤
や
カ
プ
セ
ル
剤
を
飲
み
方
ご
と
に
、
一

つ
の
袋
に
ま
と
め
る
こ
と
を
一
包
化
と
言
い
ま

す
。
薬
の
種
類
が
多
く
飲
み
方
が
分
か
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
う
、
手
が
不
自
由
で
薬
を
取
り
出

す
こ
と
が
難
し
い
、
と
い
う
場
合
に
と
て
も
便

利
な
方
法
で
す
。
し
か
し
、
薬
に
よ
っ
て
は
湿

気
や
光
に
対
し
て
弱
い
も
の
が
あ
り
、
一
包
化

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
薬
を
取

り
出
し
て
袋
に
入
れ
る
作
業
が
増
え
る
た
め
、

待
ち
時
間
が
長
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

正しい薬が入っているか、錠剤を一錠ずつ見て
確認します

分包紙には患者さまのお名前、薬の飲み方、
種類が印字されます

自動錠剤分包機で一包化調剤をしている様子

123456 0001

済生　花子
3階西

Group photo
シリーズ 第4回 調剤課

　今回は、調剤課
に勤務する薬剤師

の神山さん

にお話をうかがい
ました！

一
包
化
調
剤
に
つ
い
て

い
っ
ぽ
う
か
ち
ょ
う
ざ
い

医師の処方せんに疑問点や不明点がある場合、
薬剤師が処方医に問い合わせて確認することで
す。薬剤師法第24条に「その疑わしい点を確か
めた後でなければ、調剤してはならない」と規定
されている、薬剤師の重要な仕事のひとつです。
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マイ★スターに一問一答！ 薬
剤
部
・
調
剤
課
に
つ
い
て

　
当
院
に
は
現
在
32
名
の
薬
剤
師
が
勤
務

し
て
お
り
ま
す
。
薬
剤
部
に
は
調
剤
課
、

製
剤
課
、
薬
品
供
給
管
理
課
、
薬
剤
情
報

指
導
課
の
4
つ
の
課
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
ち
調
剤
課
で
は
医
師
の
処
方
せ
ん
に
基

づ
い
て
、
外
来
お
よ
び
入
院
患
者
さ
ま
の

内
服
薬
・
外
用
薬
の
調
剤
を
行
っ
て
い
ま

す
。
外
来
は
院
外
処
方
率
が
約
84
％
で
あ

り
、
入
院
の
調
剤
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。

当
院
で
の
役
割
は
？

　
調
剤
課
で
は
、
処
方
さ
れ
た
薬
の
量
、

飲
み
方
や
飲
み
合
わ
せ
な
ど
が
適
切
か

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
か
ら
調
剤
し
ま
す
。
必

要
に
応
じ
て
医
師
へ
問
い
合
わ
せ
を
し
、

適
切
な
治
療
が
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。
当
院
で
は
P
D
A(

バ
ー

コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
内
蔵
携
帯
情
報
端
末)

を
使
用
し
た
調
剤
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
、
調
剤
の
際
、
処
方
せ
ん
と
薬
の
バ
ー

コ
ー
ド
を
照
合
さ
せ
る
こ
と
で
、
誤
調
剤

を
防
ぐ
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
5
番
窓
口
横
に
あ
る
「
お
薬
相
談
室
」

で
は
薬
に
つ
い
て
の
相
談
も
随
時
行
っ
て

い
ま
す
。

調
剤
課
で
の
自
分
の
役
割
は
？

　
調
剤
は
薬
剤
師
が
処
方
せ
ん
を
見
て
薬

を
取
り
揃
え
、
別
の
薬
剤
師
が
鑑
査
を
す

る
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
で
行
っ
て
い
ま
す
。

私
は
鑑
査
に
入
る
こ
と
が
多
く
、
鑑
査
は

患
者
さ
ま
に
薬
を
お
渡
し
す
る
前
の
最
終

チ
ェ
ッ
ク
に
当
た
る
の
で
、
気
を
引
き
締

め
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　
円
滑
に
業
務
を
行
う
た
め
、
忙
し
い
時

で
も
周
り
へ
の
目
配
り
、
気
配
り
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

後
輩
や
薬
学
部
の
実
習
生
の
指
導
に
当
た

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

8:30

12:00

13:00

17:30

出勤
外来・入院の調剤

休憩
　
外来・入院の調剤
薬と一緒に渡す「患者さま用
お知らせ 用紙」の整理
入院返却薬の整理

当直の薬剤師に引き継ぎ
退勤
勉強会などに参加

疑義照会について

神山さんの
ある日のスケジュール

神山　茜奈
かみやま　　  せんな

さん

Ｑ
．
こ
の
職
種
を
目
指
し
た
き
っ

か
け
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
薬
剤
師
の
母
の
影
響
で
、
小

さ
い
頃
か
ら
薬
や
こ
の
職
業
が
身

近
な
も
の
で
し
た
。
高
校
生
の
頃

化
学
が
好
き
だ
っ
た
の
で
、
薬
学

部
へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。

Ｑ
．
趣
味
は
何
で
す
か
？

Ａ
．
お
菓
子
作
り
、
裁
縫
、
山
登

り
で
す
。

Ｑ
．
気
分
転
換
し
た
い
と
き
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
？

Ａ
．
友
達
に
会
っ
た
り
、
景
色
の
き

れ
い
な
と
こ
ろ
に
出
か
け
た
り
し
ま

す
。

Ｑ
．
今
後
の
目
標
・
意
気
込
み
を
ど

う
ぞ
！

Ａ
．
少
し
で
も
地
域
の
方
の
役
に
立

て
れ
ば
と
思
い
、
地
元
の
病
院
に
就

職
し
ま
し
た
。
ま
だ
未
熟
な
私
で
す

が
、
知
識
と
経
験
を
積
ん
で
患
者
さ

ま
の
治
療
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
で
す
。 

　

い
つ
も
元
気
に
笑
顔
で
働
く
ヒ
ミ
ツ
を
教
え
て
も
ら
う
べ
く
、
笑
顔

の
「
匠
」
の
素
顔
に
迫
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
♪
こ
こ
で
は
、
日
々
の
業
務

や
職
種
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

笑
顔
の
マ
イ
　
ス
タ
ー

笑
顔
の
マ
イ
　
ス
タ
ー
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第34回済生会関東ブロック親善ソフトボール大会優勝6月

　6 月 29 日、静岡県清水三保貝島スポーツ広場にて、第 34 回済生会関東ブロック親善ソフトボール大会※が開催されました。当日は、関東各地から 17 チームが結集し熱戦が繰り広げられ、当院は初戦から順調に勝ち進み、決勝戦の相手となったのは、前回優勝の水戸済生会総合病院でした。試合は追いつき追いつかれのシーソーゲームとなりましたが、辛くも勝利を収め、全国大会出場の切符を手にしました。
※済生会では、全国済生会の病院・施設によるソフトボー　ルのブロック別親善大会、全国大会が毎年開催されます。

宇都宮出身のサッカー界におけるビッグな2人が特別対談「サッカーに学ぶ人生」
6月

　6月 30日、「サッカーに学ぶ人生」と題して、プロサッカー指導者の松本育夫さんとプロサッカー選手の安藤梢さんに、当院のグリーンホールにおいて特別対談をしていただきました。松本さんは現在、J リーグ栃木 SC の常務取締役で、現役時代はメキシコオリンピックで銅メダルの獲得に貢献。2009 年には、日本サッカー殿堂入りもされ、サッカー界では大変著名な方です。安藤さんは現在、ドイツ女子ブンデスリーガの 1.FFC フランクフルトに所属され、なでしこ JAPAN では 2011 年ワールドカップ優勝、2012 年ロンドン五輪準優勝に貢献された名選手です。

　今回の対談が成立したのは、松本さんの弟が宇都宮乳児院の院長で、安藤さんの母親も同乳児院に勤務と、お 2 人が済生会と関係が深いためです。
　対談では、数々の華々しい栄光の裏に隠された努力と苦悩のお話や、座右の銘が「全力に悔いなし」の松本さんらしい、サッカーと共に駆け抜けた、情熱的で嘘偽りの無い「全力人生」を、経験談を交えて語って頂きました。
　私たち職員は、夢を追う人生の大切さや目標を持って生きていく為に必要なことについて、改めて考えさせられました。

ひざの健康講座
「ひざの痛みを治して第２の人生を」を開

催7月

　7 月 10 日、地域住民を対象に「ひざ
の健康

講座」を開催しました。講師は、当院整
形外科

の森山一郎医師で、テーマは「ひざの痛
みを治

して第 2 の人生を」です。この講座は
、平成

23 年度から開催され、大変好評で今回で
5 回

目です。身近な話題とあって、参加者
は約

200名と、多くの市民が参加しました。

　講座の内容は、膝の構造・痛みの原因
とその

治療法、膝の負担になりにくい運動療法
など、

あっという間の1時間半でした。質疑応答
では、

膝痛に悩む参加者からたくさんの質疑が
飛び交

い、最後まで大盛況でした。

宇都宮市と宇都宮市救急医療対策連絡協議
会の共催

救急探検ツアーに26名の親子が参加8月

　8 月 5 日、宇都宮市の小学 3～ 6 年生
とその

保護者を対象とした「救急探検ツアー」が
開催さ

れました。この企画は、市民が救急医療の
現場に

触れることで、救急受診への理解を深めて
いただ

くことを目的に開催している事業です。

　ツアーの内容は、副院長（兼）救命救急セ
ンター

長の小林健二先生による「救急」の概要説
明、救

急外来処置内の見学、緊急撮影も行う放射
線装置

の説明、などです。初めて聞く救急医療の
話を真

剣にメモする姿や、普段見ることのできな
い医療

現場にお子さんだけでなく保護者の方も興
味津々

で、目がキラキラ輝いているのが印象的で
した。

ろくげんハーモニーによるサマーコンサー
ト開催

8月

　8 月 21 日、サマーコンサートが 1 階エン
トラン

スホールで開催されました。今回演奏してく
ださっ

たのは、「ろくげんハーモニー」※というギタ
ー演奏

団体の皆さんです。この日は「夏の思い出」
から始

まり、 「鳥の詩」 「人生いろいろ」 「与作」など
懐かし

の曲、計 11 曲を披露。最後は突然のアンコ
ールに

もお応えいただき、 「ふるさと」を演奏して頂
きまし

たが、来場者含めての大合唱となりました。

※ 「ろくげん」はギターの六本の弦のこと。弦
を弾いて素晴らしい

　曲を合奏したいという気持ちをこめて、「ろ
くげん（六弦）ハー

　モニー（調和）」と命名したそうです。



済生会宇都宮病院　教育研修部門

※受付時間　月～金　午前 9:30 ～午後 5:00

この申し込み・お問い合わせ先は、2つの講座共通のものです。

ブリッツェン

028-626-5500（内線：5200）申し込み・
お問い合わせ
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InformationInformation

INFOR
MATION

3

INFOR
MATION

2

診療科により受付時間が異なる場合がございますので、
詳細はホームページまたは初診受付前設置の「診療部各
科外来担当医師表」をご確認ください。受診科に関する
ご相談は、１階エントランスホール「総合案内」の看護師
にお気軽にお声かけください。

※当院を初診で受診する際は、まず、かかりつけ医に受診し、専門的
　な治療や検査または入院などが必要とされた場合に、紹介状を持
　参して頂きますようお願いいたします。（初診時に紹介状がない場
　合には、選定療養費3,000円+消費税をお支払い頂くことになりま
　すので、ご理解のほどお願いいたします。）お問い合わせやご質問
　がございましたら、総合受付までお尋ねください。

一般外来診療のご案内

8：30～11：00受付時間
（予約患者さまの受付時間は、この時間限りではございません。）

INFOR
MATION

5 とちぎ子ども救急電話相談
028－600－0099
午後6:00～午後11:00（毎日）

お子さんの急な病気やけがで心配なとき、
ご連絡ください。
看護師が対応のアドバイスをいたします。

栃木県からのおしらせ

診療実績 平成26年6月 平成26年7月 平成26年8月

延外来患者数

実入院患者数

平均在院日数

救命救急センター患者数

救急車台数

手術件数

31,088人

1,360人

12.8日

1,030人

377台

596件

33,308人

1,372人

13.3日

1,146人

421台

607件

31,149人

1,380人

13.5日

1,223人

415台

600件

栃木県からのおしらせ

救急医療体制のおしらせ
INFOR

MATION
4

宇都宮市夜間休日救急診療所

外来

入院

初期救急

診療時間
案内

宇都宮市内
5病院

夜間

休日

午後7：30～翌朝7：00

午前9：00～午後5：00

午後7：30～翌朝7：00

電話  028-625-2211

入院を必要とする
重症の患者さんを治療

※NHO=独立行政法人国立病院機構

済生会宇都宮病院
NHO※栃木医療センター
NHO※宇都宮病院
JCHOうつのみや病院
宇都宮記念病院

2次救急
3次救急

栃木県救命救急センター

生命の
危機 生命の危機にひんしている

状態の患者さんに高度な治療

※済生会宇都宮病院に併設

救急患者

上記の期間中、一般外来の診療が休診となります。急を要す
る場合には、右下にある「救急医療体制のおしらせ」に沿った
受診をお願い致します。　

　2次救急・3次救急を担当する当院では、この期間かなり
の混雑が予想されます。
　待ち時間等でご迷惑をおかけすることと思いますが、ス
タッフ一同精一杯努力して参りますので、ご理解の程お願い
いたします。
　また、受診患者さまの重症度及び緊急性により、受付順序
と診察順序が前後することもあり得ますので、あわせてご了
承ください。

年末年始休診のお知らせ

INFOR
MATION

1
市民公開講座のお知らせ

日時
場所
講師

平成 26年11月8日（土）13:00 ～（2時間程度）
済生会宇都宮病院　２階グリーンホール
済生会宇都宮病院　糖尿病・内分泌内科
清水　健一郎 医師

NST市民公開講座

平成26年12月29日（月）
～平成27年1月3日（土）

参加
無料

糖尿病市民公開講座
日時
場所

平成 26年11月15日（土）13:00 ～15:30
済生会宇都宮病院　２階グリーンホール

講師 済生会宇都宮病院　糖尿病・内分泌内科
診療科長　藤田　延也 医師

●基調講演
　「とちぎにおける糖尿病の現状、そして未来への展望
　　　　  ～糖尿病と言われても、前向きな生活を !! ～」

●イベント
　宇都宮BLITZENの社長や宇都宮餃子会事務局長を
　ゲストに迎えて楽しいトークショーも企画しています。

●
●
●

あなたは自分のカラダに合った食事を毎日していますか。
カラダの負担になる無理な食事をしていませんか。
カラダをいたわる食事の選び方をわかりやく解説します。

「知っていますか？
　自分のカラダにあった食事の選び方」
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　骨粗しょう
症とは、骨の

量が減って骨
が弱く

なり、骨折し
やすくなる病

気です。古く
は古代エ

ジプト文明時
代からある病

気で、近年寿
命が延

び、高齢者人
口が増えてき

たため、特に
問題に

なってきてい
ます。

　日本では
、約1,000万

人の患者さ
んがいる

と言われてお
り、60歳代で

は2人に1人
、70歳

以上になる
と10人に7

人が骨粗しょ
う症と言

われています
。

　この病気の
予防策の1つ

として、適度
な運動

が推奨されて
います。いつ

までも丈夫な
骨を保

つために、ま
た「スポーツ

の秋」でもあ
るこの季

節に、積極的
に外に出て体

を動かしてみ
てはい

かがでしょう
か。

ちょこっとメ
モ

世界骨粗しょ
う症デー

10月2
0日

　
み
や
の
わ
を
手
に
と
っ
て
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
季
節
は
秋
。紅
葉
の
秋
、読
書
の
秋
、い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、な
ん
と
い
っ
て
も
食
欲
の
秋
で
し
ょ
う
か
。さ
ん

ま
や
栗
、柿
、梨
な
ど
お
い
し
い
季
節
で
す
ね
。

　
そ
も
そ
も
食
欲
が
わ
く
の
は
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ

う
か
。そ
の
理
由
に
は
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
な
の
で
す

が
、そ
の
中
の
一
つ
に
、夏
か
ら
秋
に
変
わ
る
と
気
温
が

下
が
り
、体
の
基
礎
代
謝
が
上
が
る
か
ら
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
気
温
が
下
が
り
体
温
が
下
が
る
か
ら
、も
っ

と
体
内
を
燃
焼
し
よ
う
」と
働
き
か
け
、体
が
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
必
要
と
す
る
よ
う
で
す
。食
欲
に
ま
か
せ
て
食
べ

過
ぎ
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、お
い
し
い
も
の
を
食
べ

て
、日
本
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
み
や
の
わ
編
集
ス
タ
ッ
フ
は
今
年
度
か
ら
大
幅
に
メ

ン
バ
ー
が
変
更
と
な
り
、フ
レ
ッ
シ
ュ
な
顔
ぶ
れ
と
な
り

ま
し
た
。私
も
そ
の
中
の
一
人
で
す
が
、皆
様
に
愛
さ
れ

る
広
報
誌
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
今
後
と
も
み
や
の
わ
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

栃木県立がんセンター

獨協医科大学病院
自治医科大学付属病院
佐野厚生総合病院
上都賀総合病院

済生会宇都宮病院
都道府県
がん診療連携
拠点病院
地域

がん診療連携
拠点病院

地域医療機関

み
や
の
わ

編
集
ス
タ
ッ
フ
の

わ

編集後記

　
私
た
ち
は
、
現
実
社
会
に
身
を

お
い
て
日
常
生
活
を
送
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
の
日
常
生
活
の
最
中

か
ら
一
歩
踏
み
出
し
、
何
か
し
ら

自
分
な
り
の
『
壷
中
の
天
（
別
の

世
界
）』
を
お
持
ち
の
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
私
も
『
壷
中
の
天
』
と
言
え
る

も
の
か
ど
う
か
は
怪
し
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
今
現
在
、
数
年
前
の
あ

る
時
、
何
気
な
く
手
に
取
っ
て
読

ん
だ
一
冊
の
本
に
登
場
し
て
き
た

人
物
に
惹
か
れ
た
の
を
切
っ
掛
け

に
、
次
の
本
、
次
の
本
と
追
い
か

け
、
ま
た
次
の
本
に
登
場
し
た
人

物
に
惹
か
れ
る
と
こ
ろ
が
見
つ
か

れ
ば
、
続
け
て
そ
れ
を
追
い
か
け

る
と
い
う
有
様
で
す
。
こ
れ
ら
を

繰
り
返
す
こ
と
で
我
が
こ
こ
ろ
に

少
し
ば
か
り
の
栄
養
を
補
給
し
て

お
り
ま
す
。

　
私
の
惹
か
れ
る
本
は
、
あ
る
意

味
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
幕
末
か
ら
明
治

維
新
こ
ろ
に
傑
出
し
た
人
物
の
息

吹
に
直
に
触
れ
ら
れ
る
も
の
で

す
。
こ
れ
に
頗
る
興
味
を
懐
か
さ

れ
ま
す
。

　
古
人
の
声
に
耳
を
傾
け
、
古
人

の
考
え
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
、
将

又
「
そ
う
で
は
な
い
で
し
ょ
」
と

い
う
自
分
が
い
て
否
応
な
し
に
古

人
と
の
会
話
は
楽
し
い
で
す
。

　
私
に
と
っ
て
、
少
な
く
と
も
古

人
と
の
会
話
中
は
す
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事務部長

手塚　進

地域医療支援病院は、他の病院または
診療所から紹介された患者さまに対して
医療を提供していること、医療機器など
を地域の医療機関と共同利用できるこ
と、救急医療を担っていること、地域の
医療従事者のために研修を行っているこ
と、などの役割があり、都道府県知事の
承認を受けます。
当院は「地域と共に進化し続ける病院」
のビジョンの下、急性期医療・救急医療
を担い、ますます信頼される病院を目指
していきます。

地域医療支援病院

当院は「地域がん診療連携拠点病院」と
して、地域の医療機関や他のがん診療連
携拠点病院との連携を密にして、より良
いがん診療を提供していきたいと考えて
います。当院では1階「がん相談支援セ
ンター／医療相談・看護相談室」で緩和
ケア認定看護師を中心とする看護スタッ
フが、がんに関するさまざまな質問や相
談におこたえしています。

地域がん診療連携拠点病院
リレーエッセイ

年に一度は人間ドックを受けましょう!

健診センターからのお知らせ

当センターは、人間ドック学会より「人間ドック健診施設機能評価」の認定を受け、安全で信頼性のある高品
質の健診医療の提供を目指して努力しております。どうぞ皆さまの日常の健康管理にお役立てください。

お問い合わせ・ご予約　028-643-4441　受付時間　月～金　午後1:00 ～午後5:00

男性／ 43,200円(税込)
女性／ 46,400円(税込)

AICS検査は、日帰り・一泊ドックの
オプションとしても、検査が受けられます。

脳ドック
肺がんドック
乳がんドック
骨密度ドック

アミノインデックスⓇ
がんリスクスクリーニング（AICS)ドック

…………54,000円(税込)
……35,640円(税込)
……10,800円(税込)
……  6,480円(税込)

男性4種コース
女性5種コース
女性2種コース

……19,440円(税込)
……19,440円(税込)
……  9,720円(税込)
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日帰りドック

男女共通／ 65,880円(税込)一泊ドック

専門ドック

総合的な健診を受けたい方に…

アミノインデックスⓇがんリスクスクリーニング
（AICS）とは血液中のアミノ酸濃度を測定し、健康
な人とがんである人のアミノ酸濃度のバランスの
違いを統計的に解析することで、がんであるリス
ク（可能性）を評価する検査で、5ccの採血だけで
検査が行えます。
詳しくは、当院のホームページをご覧ください。
URL：http://www.saimiya.com

ご自分の気になる病気について、
詳しく検査を受けたい方に…

NEW!NEW!



当院における患者さんの権利と責任
Rights & Responsibility

Rights

1.
2.
3.
4.
5.
6.
7.
8.
9.
10.
11.
12.

個人として尊重され、適切な医療を受けること
病気や治療の内容、および回復の可能性について、わかりやすい言葉や方法で説明を受けること
手術や検査など重大な診療行為を受けるかどうかの判断に、必要かつ十分な説明を受けること
治療方針の決定に主体的に参加し、自分の意思で治療を受けるかどうかを決定すること
痛みを和らげるために、原因に応じた適切な治療、ケアを受けること
他施設の医師に意見（いわゆるセカンドオピニオン）を求めること
医療に関する個人情報は保護され、プライバシーが守られること
治療を継続するために、適切な医療機関の紹介を受けること
カルテ開示を求めること
会計の内容について説明を受けること
治療に納得がいかない場合は、自分の意思で退院すること
診療行為において事故が発生した場合は、その内容を事実に基づいて、可能な限り詳細に説明を受けること

Responsibility

1.
2.
3.
4.

5.
6.
7.
8.
9.

ご自身の病状について、正確に話していただくこと
ご自身の病気や医療行為の経過について気になる点があれば、スタッフに申し出ていただくこと
同意された治療を受けるにあたっては、医療スタッフの計画や指示に基き、療養していただくこと
治療を受けない選択をされた場合、または医師の指示に応じない場合、それにより生じる医療上の問題には、
ご自身の責任で対応していただくこと
受けた医療に関する支払いには、速やかに応じていただくこと
当院での入院治療が終了した場合には、医師の指示に基づき、速やかに退院または転院していただくこと
他の患者さんや医療スタッフへの迷惑行為（大声、威嚇、暴言、医療行為の強要など）は行わないこと
院内は禁煙のため、喫煙は院外の喫煙所を利用していただくこと
面会時間、電子機器の取り扱いなど、院内の規則を守っていただくこと

当誌「みやのわ」では、読者の皆様からのご意見や感想をお待ちしております。
お名前等の個人情報は、一切掲載いたしません。匿名でご投稿頂いても結構です。また、診療に
関する個人的なご質問やご意見はこちらでは受け付けておりませんのでご了承ください。

はがき等の場合
電子メールの場合

〒321-0974  宇都宮市竹林町911－1　済生会宇都宮病院　経営支援課
miyanowa@saimiya.com

平
成
26
年
10
月
発
行　

第
45
号　

編
集
／
院
外
報
企
画
編
集
委
員
会　

〒
３
２
１
Ι
０
９
７
４ 

宇
都
宮
市
竹
林
町
９
１
１
Ι
１　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
２
８
Ι
６
２
６
Ι
５
５
０
０
（
代
）

患者さんの権利

患者さんの責任

URL :www.saimiya.com

地
域
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ト
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報
誌

１.

２.

医療サービス提供者として次の基本を守ります

・安全で信頼性のある医療を提供します

・医療を受ける方の権利と尊厳を尊重し、満足度の向上に努力します

地域基幹病院として次の役割を果たします

・地域医療の向上に貢献します

・地域の医療福祉機関と密接に連携し、地域から頼られる存在になります

済生会宇都宮病院理念


